
2025年度入学試験問

情報科学部A方式 I日程・デザイン工学部A方式 I日程

理工学部A方式 I 日程•生命科学部A方式 I 日程

2 限数 学（90分）

211 

〈注意事項〉

1.試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いてはいけません。

2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3.志望学部・学科によって解答する問題が決まっています。問題に指示されている

通りに解答しなさい。指定されていない問題を解答した場合，採点の対象としない

の ること。

4. 問題文は4ページから 37ページまでとなっていま

5. マークシート解答方法については以下の注意事項を読みなさい。

(1) 解答上の注意

問題文中のア，イ，ウ，…のそれぞれには，特に指示がないかぎり，ー（マ

イナスの符号），または0~9までの数が1つずつ入ります。当てはまるものを

マークシートの解答用紙の対応する欄にマークして解答しなさい。

だし．分数の形で解答が求められているときには，符号は分子に付け令分

•分子をできる限り約分して解答しなさい。

また，根号を含む形で解答が求められているときには，根号の中に現れる自然

数が最小となる形で解答しなさい。

〔例〕

回喜に『と答えたいときには，以下のようにマークしなさいc

ア ● @ 0 R R @ R R O R R 
イ e ◎ ① ② ● ④ R ⑥ ⑦ R ◎ 
ゥ 〇c●R  @ @ R R (?) R R 
工 〇cR R c●R  R (?) R R 

マークシート解答方法の注意事項は裏表紙に続きます。 を裏返し

みなさい。ただし，問題冊子を開いてはいけません。
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(2) 

マークシートの解答用紙に解答するときには以下のこと

なさい。

してマークし

① HBの黒鉛筆を用いてマークしなさい。万年筆，ボールペン，シャープペン

シルなどを用いてマークしてはいけません。

②
 

る場合には，消しゴムできれいに消してから，あらためてマー

クしなさい。

③ マークシートの解答用紙を汚したり折りまげたりしてはいけません。

④ 所定欄以外にはマークしたり， したりしてはいけま

⑤ アの解答を 3にマークするときには．以下のようにマークしなさい。

しいマークの例

|ァ |e@R R●R R R O R R| 

悪いマークの例

ア e@ 〇®~® R 
ア e ◎ ① ② ◎ ④ R 
ァ 0 @ 0 R O R R 
ア 〇c〇R愁RR 

枠外にはみ出してマークしてはいけません。

マークしなさい。

0でかこんでマークしてはいけません。

X クしてはいけま

6. 問題冊子のページを切り離さないこと。

- 40 -心＂



- 2 -



- 3 -



デザイン工学部システムデザイン学科，生命科学部生命機能学科のいずれかを志

望する受験生は，〔I〕〔II〕〔皿〕〔w〕〔V〕を解答せよ。

情報科学部ディジタルメディア学科，デザイン工学部都市環境デザイン工学科，

理工学部機械工学科機械工学専修・応用情報工学科のいずれかを志望する受験生は，

〔I〕〔II〕〔皿〕〔叩〔V1I〕を解答せよ。

〔I〕

正八角形ABCDEFGHをKとする。

Kの8個の頂点はすべて同一円周上にある。

A
 

c
 

G
 

E
 

（〔 I〕の問題は次ページに続く。）
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(1) Kの8個の頂点のうち，相異なる 3個を選んで結び，三角形を作る。作ら

れた三角形を Tとする。

(a) 相異なる 3個の頂点の選び方は［ここ］通りである。

(b) Tが二等辺三角形になるような 3個の頂点の選び方は［ここ］通りであ

る。

(c) Tが線分AEを斜辺とする直角三角形になるような 3個の頂点の選び方

は巨］通りである。

(d) Tが直角三角形になるような 3個の頂点の選び方は［E:］通りである。
(e) Tが二等辺三角形ではなく，かつ， Tが直角三角形でもないような 3個

の頂点の選び方は[2王］通りである。

（〔 I〕の問題は次ページに続く。）
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(2) Kの8個の頂点のうち，相異なる 3点を選ぶ操作を 2回行う。ここで. 1 

回目に選んだ頂点を 2回目に再び選んでもよいものとする。例えば． 1回日に

AとBとCを選んだとき． 2回目にAとBとDを選んでもよいし， AとB

とCを選んでもよい。

1回目の操作で選んだ3点を頂点とするコ角形をmとし， 2回目の操作で
選んだ3点を頂点とする三角形を冗とする。

T1とT2が共有する頂点の個数を nとする。例えば．［の頂点がAとBと

Cで，［の頂点がCとDとEである場合は， n= lとなる。

(a) n = 0となる場合は［己三コ通りある。

（〔 I〕の問題は次ページに続く。）
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(b) n = 2となる場合はE：王こ］通りある。
(c) T1の頂点と花の頂点からなる集合が{A, B, C, D, E, F}であるとき，

n=Oとなりかつ， Tiの辺と冗の辺が交わらないような場合はE]通
りある。

(d) n = 0となりかつ， 1;の辺と T2の辺が交わらないような場合は

巨通りある。
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〔II〕

0を原点とする座標空間に， 3点

A(6,2,0), B(2,6,0), C(2,4,2) 

がある。

► -
ベクトル OAとOBの内積は，

OA・面＝巨

である。

三角形OABの内角乙AOBの大きさを 0とする。

回
回
＝
 。
s
 。
c
 

であり，三角形OABの面積は [[E]である。

（〔II〕の問題は次ページに続く。）
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線分ABを1:3に内分する点を Dとする。

Dの座標は， D（E],E], o)である。
直線BC上に点Eがあり， Eは，

rを実数とする。

•パ＝ 4 を満たすとする。

►...•. -,. 

=OB+ rBC 

。
るあで

回
回＝ 

r
 

とるすと

（〔II〕の問題は次ページに続く c)
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点Cから xy平面に下ろした垂線と， xy平面の交点を Hとする。

直線CHと平面ODEの交点を Fとする。

S, tを実数とする。

）））  

OF= s0D + tOE 

とすると， s＝ E曰 t＝ビこ］てある。

回＇回

Fのz座標は冒…。

（〔II〕の問題は次ページに続く。）
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四面体OABCの体積を V,四面体ODBFの体積を Wとするとき，

ロ＿回
＝
 
-
V
 

w 

である。
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〔皿〕

a, /3を とし， m,nをそれぞれm>l,n>lを とする。

a, /3, m, nはさらに，

2a +/3 
冗一

4

tan a 

tan /3 

l
-
m
l
-
n
 

を満たすとする。

(1) n = 2のとき，

cos2 /3 回

m
cos (2 /3) 回
回

である。

（〔皿〕の問題は次ページに続く。）
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(2) 加法定理より，

r
_
4
 

I

しn
 
ta □回＝ 

¥

)

 
g
 
2
 

る。

ただし巨］回については以下のA群の

を選べ。

A群

tan a 

1 + 2 tan a 

⑦ 1 -tan (2 a) 

tan(2a) 

⑧ 1 + tan (2 a) 

tan (2 a)をmの式で表すと，

tan (2a) =鳳
となる。

ただし9 E] E]については以下の B群の
を選べ。

B群

”l 

4叩

m2 - 1 

-tana 

2m 

”戸＋ 2 n -l 

⑧祈＋ 1 

からそ

1 -2 tan a 

-tan (2a) 

からそ

1つ

1つ

2 m2 

m2 -2m -l 

（〔皿〕の問題は次ページに続く
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tan/3 =tan(f-2a)であるから， 1 一を mの式で表すと，
n 

回
回
＝
 

l
_
n
 

となる。

回．
れ1つを選べ。

ただし， 回については， 13ページの B群の①～⑧からそれぞ

回—回＝回

である。

ただし， 回については， 13ページの B群の①～⑧から 1つを選べ。

回
回
＋
 
ー＝
 
n
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・① 

である。

（〔皿〕の問題は次ページに続く。）
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n > lであるから 9 E]とE]は同符号である。

回回 o・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ GD 

である。

ただし9 E]については，以下の C群の①，②から 1つを選べ。
c群

① > ②く

m > 1であるから，不等式①の解は，

m>」十回

である。

（〔皿〕の問題は次ページに続く。）
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(3) nが整数であるとする。

n~2 であるから，①より，

回□回
である。

ただし9 E]については，以下の D群の①，②から 1つを選べ。
D群

>―― ①
 

②ニ

(4) m > 1, n > 1, および①を満たす整数m と整数nの組 (m, n)のうち，

mが最大であるような組は

(m, n)＝（回E])

である。

16 



（計算用紙）
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次の問題〔w〕は，デザイン工学部システムデザイン学科，生命科学部生命機能学

科のいずれかを志望する受験生のみ解答せよ。

〔w〕
関数f(x)を，

f(x) = x3 -5炉＋ 3x

とし，座標平面上の曲線y= f(x)をCとする。

f(x)の導関数をf'(x)とする。

x>Oにおいて，f'(x)= 0となる xの値は，

回
回
口＝ 

x
 

である。

゜
るすと回＜

 □日しだた
（〔w〕の問題は次ページに続く。）
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Ill t（薗）は，f(x□回。

ただし9 E]については，以下のA群の①～③から 1つを選べ。
A群

① 極大値である

② 極小値である

③ 極値ではない

f (冒）は， Xこ〇におけるf(x)の口。

ただし9 日］については，以下の B群の①～③から 1つを選べ。

B群

① 最大値である

② 最小値である

③ 最大値でも最小値でもない

f（回）は，f(x□回。
ただし9 E]については，上のA群の①～③から 1つを選べ。

f（回）は， x~O におけるf(x) の口。
ただし， ビ］については，上の B群の①～③から 1つを選べ。

（〔w〕の問題は次ページに続く。）
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(2) aを実数とする。

xの方程式

x3 - 5 x2 + 3 x = a • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・① 

を考える。①の， 0以上の異なる実数解の個数を nとする。

• n = 0であるのは， a<8]のときである。
• n = lであるのは， a=[2J， または[I]<aのときである。
• n = 2てあるのは9 E] <a <E］，またはa=[}]のときてある。
• n = 3であるのは9 E]二a<E]のときである。

ただし9 回～回については，以下の C群の⑥～⑥からそれぞれ 1つ

を選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

c群

⑨〇 ① l ② t(1) ③ 回

口
④ f 

回
⑤回 ⑥ t（回）

ビl

（〔w〕の問題は次ページに続く。）
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(3) Cの，点A(2̀ f(2))における接線を｛とする

｛の方程式は，

D 

y =巳 X+回

る

Cと｛の,A以外の共有点を Bとする。

Bのx座標は E]である。
ただし9 E]については以下の D群の⑥～⑨から 1つを

① 
1 

゜
1 

3 

4 ⑤―1 -
2 

2 

3 

2 
⑨ 
3 

3 

4 

3 

CとI!'および2直線x=0, x = 1で囲まれた部分の面積は， 履冒で

ある。
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次の問題〔V〕は，デザイン工学部システムデザイン学科，生命科学部生命機能学

科のいずれかを志望する受験生のみ解答せよ。

〔V〕

kを実数とする。

3次方程式

炉 十 如2+ 1 -k = O ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........・①

は， x＝ -1を解にもつ。また， は3 をもたない。

が2 をもち， x= 1が の2重解であるとき， K＝ E]である。
た し， 回については以下のA群の から 1つを選べ。

A群

-3 ⑨ 

゜
① 1 ② 2 

③ 3 1 -2 ⑥ 
1 
2 

⑦ 
3 1 

⑨ 
3 

2 2 2 

が2重解をもち， X= -1が①の 2重解ではないとき， k=［汀または

k =回である。

ただし，ビ］＜回とし，ビ］回については，上のA群の0～⑨か

らそれぞれ1つを

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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回，口 9 回を小さい順にA,B, Cとする。

①が異なる 3つの実数解をもつような Kの範囲は E]であり，①が虚数解
をもつようなKの範囲は E]である。
ただし 回， 巨］については，以下の B群のe～⑨からそれぞれ 1つを
選べ。

B群

A <k <B  ⑥ B <k < C 

① A <k < C k <A. B < k 

k B, C <k ④ k <A, C < k 

⑤ A<k<B, C<k k <A. B < k < C 

A<k<B, B<k<C ⑧ k<A, B<k<C. C<k 

⑨ k<A. A<k<B, C<k 

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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(1) kは， A,B, Cと異なる実数であるとする。

このとさ①は，異なる 3つの解をもつ。

a, Bを異なる 2つの複素数とし，①の異なる 3つの解をー1,a, gと

する。

C 

g2 ＋炉は， K=回のときに最小となり，最小値は E]である。
ただし9 E]については以下のC群の⑨～⑨から 1つを

⑥ -5 ① 1 ② 2 ③ 3 

④ 4 ⑤ 5 ⑥ -l -2 

⑧ 3 ⑨ -4 

k =回とする。

“3+fJロ回

る。

し 巨］については上の C群の⑨～⑨から 1つを選べ。

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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(2) kは，A,B, Cと異なる実数であり，かつk>Oを満たすとする。

このとき，①は，異なる 3つの解をもつ。

a, /3を異なる 2つの複素数とし，①の異なる 3つの解を， ー 1,a, /3と

する。

I = 
2a2 + 2炉＋ 5 
l -aB 

とする。

Iを， Kを用いて表すと，

い回K十口

となる。

Iは， K=胃のときに最小となり，最小値は回□である。

- 25 -



次の問題〔VI〕は，情報科学部ディジタルメディア学科，デザイン工学部都市環境

デザイン工学科，理工学部機械工学科機械工学専修・応用情報工学科のいずれかを

志望する受験生のみ解答せよ。

〔VI〕

eを自然対数の底とする。

関数f(x)を

f(x) = x(x -4)e-x 

とし，座標平面上の曲線y= f(x)をCとする。

(1) f(x)の極限値について，

尺f(x)＝回， lim f(x) 
x --OO 

である。ここで， らば

ビl
炉

nに対して lim - = 0が成り
X → oo ex こ

とを用いてもよい。

し 回 9 E]については，以下のA群の
を選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

A群

からそれぞれ1つ

l

l

 

-

3

e

 
⑦
 

0

4

0

0

 

④

⑧

 

① l 

-4 

-3 

⑥ e 

-00 

（〔VI〕の問題は次ページに続く。）
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(2) f(x)の導関数をf'(X）とする。

f'(x) = -(炉—回 x ＋回） e x 

である。

f'(x) = 0となる xの値を a, /3とする。ただし， a</3とする。

f(x)の第2次導関数をf"(x)とし，f"(x) = 0となる xの値を r,8とする。

ただし，y＜ 8とする。

戸田—[]
である。

（〔VI〕の問題は次ページに続く。）
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4個の実数a, /3, r, 8を，小さい順にp,q, r, sとおく。

ここで必要ならば

・／の小数第3位を四捨五入した値は 2.24

・／の小数第3位を四捨五入した値は 2.45

・げの小数第3位を四捨五入した値は 2.65

であることを用いてもよい。

f(x)の増減と， Cの凹凸は次のようになる。

•x< pにおいて， 田。

•p <x< qにおいて 9 回。
•q <x<r において回。
•r<x<s において回。
• S < Xにおいて回。

ただし ビ］～回については，以下の B群の①～④からそれぞれ1つ

を選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

B群

① f(x)はつねに増加し， Cは上に凸である

② f(x)はつねに増加し， Cは下に凸である

③ f(x)はつねに減少し， Cは上に凸である

④ f(x)はつねに減少し， Cは下に凸である

（〔VI〕の問題は次ページに続く。）
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f(a)の符号を考える。

fい□。
である。

ただし E]については以下の C群の①，②から 1つを選べ。
c群

① > 

f(a)は，f(x)の回。

f(/3)は，f(x)の巨］

② < 

ただし9 回 9 回については，以下の I)群の①～⑤からそれぞれ 1つ

を選べ。ここで同じものを何回選んでもよい。

D 

極大値であり最大値でもある

② 柩大値であるが，最大値ではない

③ 極小値であり，最小値でもある

極小値であるが，最小値ではない

極値ではない

_ 29 
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(3) A を実数とする。

部分積分法を用いて，

f炉e―Xdx = -xい＋ Af xe-xdx 
と表すとき， A＝ E]である。
Cとx および2 x=O, x=4で囲まれた部分の面積は，

回e-口＋ロ

である。

30 



（計算用紙）
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次の問題〔VlI〕は，情報科学部ディジタルメディア学科，デザイン工学部都市環境

デザイン工学科，理工学部機械工学科機械工学専修・応用情報工学科のいずれかを

志望する受験生のみ解答せよ。

〔VII〕

対数は，自然対数とする。

関数f(x)を

t(X) =. COSX 
sinx -2 

(O~x~2 冗）

とし，座標平面上の曲線y= f(x)をCとする。

f(x)の導関数をf'(x)とする。

0 < Xく27[において，

I'(x) 
回sin←□
(sinx -2)回

である。

32 -
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O<xく2冗において，f＇ (x)

ただし， E]＜巨］とし，
からそれぞれ1つを

A群

已｝

冗

6 

2 
-r  
3 

⑦ ニー冗
4 

⑥ 
冗

4 

④ 
3 
4 冗

4 
3 冗

0となる xの値は， x=0, ［日である。

9 日については，以下のA群の

① 
冗 冗

3 2 

5 7 
⑤―-r ⑥ --r 
6 6 

R --J[ 
2 

（〔Vil〕の問題は次ページ く。）
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f(x)の第 2次導関数をf"(x)とする。

O<xく2冗において，

f" (x) = 
回（sinx＋口）
(sinx -2)ロ

である。

ただし9 E]については，以下の B群の(--:>~⑨から 1つを
B群

8 sinx 

② 2 

2 sinx cosx 

⑧ 2 sin五

⑨ cosx 

2 sinx 

⑥ sin五

⑨ 2 cos五

- 34 -

① sin x cosx 

④ 2cosx 

cos2 x 

（〔VlI〕の問題は次ページに続く。）



0 <xく2冗において，f"(x) = 0となる xの値は， x＝E], E]である。
ただし 9 E]< E]とし9 E] 9 E]については， 33ページの A群の
0～⑨からそれぞれ1つを選べ。

（〔Vl1〕の問題は次ページに続く。）
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f(x)の増減と， Cの凹凸は次のようになる。

•O<x く］において 9 回。

•f <xく冗において 回。
●冗く xく 2冗において 回。

ただし， E]～回については，以下の C群の⑥～⑨からそれぞれ 1つを
選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

c群

⑥ f(x)はつねに減少し， Cは上に凸である

① f(x)はつねに減少し， Cは下に凸である

② f(x)はつねに減少し， Cは変曲点をちょうど 1つもっ

③ f(x)はつねに増加し， Cは上に凸である

④ f(x)はつねに増加し， Cは下に凸である

⑤ f(x)はつねに増加し， Cは変曲点をちょうど lつもっ

⑥ f(x)は増加したのち減少し， Cは上に凸である

⑦ f(x)は増加したのち減少し， Cは変曲点をちょうど lつもっ

⑧ f(x)は減少したのち増加し， Cは下に凸である

⑨ f(x)は減少したのち増加し， Cは変曲点をちょうど lつもつ

（〔VlI〕の問題は次ページに続く。）
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定積分f百J(x)sinx dxの値をIとおく。

゜t = sinxとおいて置換積分を行うと，

1＝臼回dt

となる。

ただし 9 E]については，以下のD群の から 1つを選べ。

D群

e t -2 ⑨ 2 -t t(t -2) 

t(2 -t) 
1 

③ -t ---2 ④ 

t t 
⑦ 

t 2 ⑥ -2 --t t -2 

t2 
⑨ t 

2 -t 

I 回— log回

である。

（以上）
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